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■地域 における健康づくりの立場から
市民と の協働 の ボラ ン テ ィ ア活動 を考える
我孫子市の概況
我孫子市は, 手賀沼と利根川に挟まれ , 東西約14km ,
南北約 5 kn, 面積43.19 km
2
の 細長 い 地形を して い ま
す｡ 人口約13万人, 都心か ら30分余りの ベ ッ ドタ ウ ンと
して 発展して きました｡
しか し, 精神保健福祉の面で考えると , 精神科を専門
とする診療機関は, 平成12年に開業 した1 クリニ ッ ク の
み で , 管轄保健所まで も距離があり , 精神障害者にと っ
て は恵まれ た環境と は い えな い の が現状で す｡
平成17年6月末現在, 手帳保持者257人
(1級62, 2級149, 3級46)
通院医療費公費負担制度受給者 1086人
精神保健福祉の歩み
<我孫子市の精神保健福祉の歩み >
平成10年 - 11年
平成12年度 3月
4月
10月
11月
12月
平成13年度4月
3月
平成14年度4月
平成15年度4月
第 2次保健福祉総合計画策走作業参加
(精神障害者 の ア ン ケ ー ト調 査実施)
第 2回精神保健福祉士現任者講習受講
(資格取得)
第 1回 ｢心の健康を考え る集い｣ 開催
(年1回3月実施)
第2次保健福祉総合計画策定
(重点施策として位置づけ)
我孫子市障害者等在宅生活支援事業 の 対象
者 に ｢ 精神障害者｣を追加
第 1回 ｢ 心の ボ ラ ン テ ィ ア養成講座｣ 開催
(年1回秋頃実施)
精神障害者の家族の集まり ｢ 心の 健康 ク ラ
ブ｣ 開催 (月 1回の 開催)
心の ボ ラ ン テ ィ ア連絡会 ｢ト ウ ･ ハ ー ト｣
立ち上げ (9名)
福祉総合相談室障害担当 に精神担当職貞 3
名配置
第 1回 ｢ア ル コ ー ル と健康を考える集 い｣
(以降 15年まで 3回実施)
｢デ イ ケ ア ･ ク ラ ブ｣ 開設 (月 1回開催)
｢デ イ ケ ア ･ ク ラ ブ｣ 2 か所目開設
(各か所 1回開催)
飯 尾 弘 子 (我孫子市保健福祉部福祉総合相談室)
心のボランテ ィア連絡会 ｢トウ ･ ハ ー ト｣ の立ち上げまで
第1回｢心の 健康を考える集 い｣を実施｡ こ の
"
集 い
' '
を企画するき っ かけは , 精神保健福祉士の 資格取得後他
課の 課長から , ｢ 資格を取っ て 何をやりた い の だ｣ と聞
かれた事です ｡ す で に計画策定の段階で 5 カ 年計画の中
に精神障害の差別と偏見を取りの ぞくため の 啓発活動の
一 貫 と して , 平成13年度に講演会を実施する事は決め て
い たが , 他課 の 課長が ｢講演会をやりた い なら自分の所
の講演会予算 を5万や る｡ た だ し, 年度内に予算消化す
るこ とが条件｣ と い う話しだ っ た｡ 暮 れも押 し詰ま っ た
12月慌 し い なか講師選定か ら準備が始ま っ た ｡
3月
"
集 い
"
当日準備不足を感 じなが らも80数名の 方
が来てくれました ｡ そ して ア ン ケ ー ト の 中に3人もの 人
が
"
心 の病気の 人に何かお手伝 いを した い
' '
等の 予期せ
ぬ返答を見た時, 土壌 はある｡ ボ ラ ン テ ィ ア の 養成が 出
来ると感 じた瞬間で した ｡ こ の
"
集 い
"
をき っ かけにボ
ラ ンテ ィ ア養成講座 は立ち上がりま した ｡
当初は ボラ ン テ ィ ア の 育成ま で は考えて は い ませ ん
で したが受講生の 真撃な姿を見て, こ の まま地域で の理
解者で 良しとする には勿体無 い ｡ 保健 セ ン タ ー の 業務 の
中に新た にボラ ン テ ィ ア育成と いう仕事を組み入れ る の
は大変な事ですが , 一 人 で は何も出来な い o 『人材は宝』
『市民を巻き込む こ とが大切』 市民の 力を借りなが ら精
神障害者 へ の 施策が展開で きるかも知れな い と大変さと
希望も見出しました｡
当時精神に関する施策が何もな い 中 で , ト ウ ･ ハ ー ト
と何が出来るか考えま した ｡ そ して , 精神障害に対する
差別と偏見を払拭するため の 活動をする事｡ 啓発活動の
一 貫と して の寸劇活動から の 一 歩を踏み出しま した ｡
ト ウ ･ ハ ー ト の定例会の 開催をどうするかもメ ン バ ー
と 一 緒 に検討し, 定例会は月1回実施｡ 病気の理解を深
め る学習の 場で あり仲間意識の 向上をめ ざす場づくりと
して
"
は じめ の 一 歩
' '
を すすめました ｡
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精神保健福祉業務 へ の トウ ･ ハ ー トの協力
精神障害者 - の ｢デイ ケア ･ ク ラ ブ｣ 等- の事業展開
はト ウ ･ ハ ー トの存在なくし て は, 早期実現は難 しか っ
た と思 い ます｡ また , ト ウ ･ ハ ー ト へ の 事業協力依頼は
とりもなおさずト ウ ･ ハ ー トの 活動の場の拡大 を図る こ
とにも繋がり , 精神障害者に対する差別と偏見を取りの
ぞく具体的な理解になると考えました｡
また , 学習の 場と して ｢心の健康クラブ (精神障害者
家族の 集まり)｣ ｢アル コ ー ル 教華 ( 自助グル ー プ)｣ 等
の定例業務 へ の 参加も勧め , 始めは市の業務 へ の お手伝
い 的参加の仕方で したが , 主体的に関わ っ て もらうため
にも各事業の グ ル ー プ化を図り, 事業班毎にリ ー ダ ー を
設置 しました ｡ 定例会で は事業法毎の話 し合 い を設け各
リ ー グ - か ら の 活動報告等の時間を設ける こと で会全体
の理解を図りました ｡ こ の動きは会の主体性を促す事 に
なり, そ れま で定例会の運営は市が 中心に実施 して い た
辛 (内容 , タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル , 会 の進行等) に対 して
自分達の定例会 に市の 意向が入りすぎると いう意見が出
されま した ｡ そ の 意見はリ ー ダ ー 会 で検討 し定例会の 運
営か ら, 今後自分連が何をした い の かも検討 し自分達の
連絡会と して
' l
あ らた な 一 歩
"
を確認しあ い ました三
｢主体性を持 っ て活動する連絡会｣ へ
あらたな 一 歩か ら今連絡会も少しず つ 変化をとげて い
ます｡ 5期生は月1回の 定例会の参加は難し い 人達 (仕
事を持 っ て い る人) でも, ト ウ ･ ハ ー ト と し て活動 をし
た い と いう思 い がありました ｡ 自分連で 出来る事は福祉
作業所の お手伝 い ｡ 自分達の 活動を出来る時間にや れる
事のお手伝 い をした い と い う事で した｡
こ の 申し出に対 し て ト ウ ･ ハ ー トと して の 対応 は準
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会貞と して (会員はト ウ ･ ハ ー トの規則 では月1回の定
例会に出席する事と明示 して い る) 新たに 『作業所支援
班』 を立ち上 げました ｡
また , ト ウ ･ ノ→ - ト の 会員 の 人た ち の 特技を生 か
し, 2期生の 人で歌が得意な人を中心に 『歌声喫茶』 を
月 2 回開催して い ます｡ もちろん手作りク ッ キ ー と飲
み物 つ き で参加費500円｡ 昔懐か し い 歌声 に3 - 40人の
お客さまが来店して い ます ｡ ト ウ ･ }､ - トの 女性会員が
接客を受け持ちます｡ 『歌声喫茶』 は N P Oの 活動支援
であり喫茶売上金はN P Oの貴重な活動費にな っ て い ま
す｡
ト ウ ･ ハ ー ト が主体性を持 っ て 活動を開始して か ら
は, 市が深く関わりを持 っ て い た頃の活動から比 べ ると
私達が考えもしなか っ た活動が展開され て い ます｡
今障害者自立 支援法の 施行に伴 い 公費負担制度の 見
直 しや施設 ･ 居宅サ ー ビ ス の 利用者負担の 見直 し等時
代の 変化大き い です｡ 特に精神の支援費制度の導入は私
達の 仕事, 特に定例業務の見直しを考えなければ, 支援
費制度 - の対応は難しくな っ て きます｡ そ の 中で も業務
委託の 問題が今取り上 げられ て います｡ 私達は ｢心の 健
康クラブ｣ の 業務委託を トウ ･ ハ ー ト に依頼する事も 一
つ の 案と して 考えて い ます｡ ト ウ ･ ハ ー トが受けてくれ
れ ば, ト ウ ･ ハ ー ト へ の 財政面で の 支援 にもなります｡
今大切な私達の 仕事を任せ られるほ どに成長したト ウ ･
ハ ー トを頼もしく思 い ます｡
制度が どう変わ ろうと も, そ こ に暮らす人の思 い や暮
ら し. 生き方は変わりませ ん｡ 誰もが ｢普通に暮らせる
生活｣ をこれからもト ウ ･ ハ ー トと共に考えて い きた い
と思 い ます｡
